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質とした擬2次元複合系であり､その特徴は､ (1) 面間相互作用がステージ数 (挿入眉間のグ
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Fig･2 CoC12-GIC(2ndstage)の非線型磁気応答｡ - -2
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Fig･6 Tlのバイアス磁場依存性
TlはFig･4で定義o
度変化に一致し､その温度はバイアス磁場を大きくするとともに低くなる｡この事実は非線型磁気
応答のバイアス磁場依存性に対応しており､同様に中間秩序相の存在を示唆している｡
Fig.4でx2が正から負-と符号を変える温度をTlと定義すると､Fig.5から得られるTlの磁
場依存性はFig.7に示すようになる｡この島間秩序相の具体的な内容については現段階では結論する
ことを差し控えたいが､ゼロ磁場のときにTcuでx2が負の発散的ピー クを示すことと､これまで
に分かっている熱残留磁化の異常メモリー 効果4)と遅い緩和､1/uスペクトル5)などの実験事実
を考え合わせて､1つの可能性としてクラスターグラスの様な状態を考えている｡その場合には､
Fig.7のTl-H曲線はスピングラスのAT線に対応するものと見なすことができる｡現在､これま
でに得られている様々な実験事実を参照しながら､この興味深い逐次相転移における中間相と
T｡1におけると秩序化機構の解明に向かっている｡
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